「まあ、 人造 犬な の。 すると 機械で 組立て て ある 犬な 

のね。 まるで 本物の 犬 そつく リだ わ」 

「そのと おり、 ありま ー す、 人造 犬が くいつくと、 手 

でも 足で も、 ち 切れます。 本当の 犬なら、 そうはな り 

ません」 

「じ や、 本当の 犬より つよい のです ね」 

「そうです そうです。 私、 なかなか 自慢して いる 人造 

犬です」 と 博士 は 上機嫌で いって 「もっと 面白い もの 

あります。 いま、 手を叩きます」 と、 博士 は ぼん ぼん 

ご卩ヽ t, こ。 

と ロレ ズ 

すると、 ういう いうい と 鳴き声 をた てながら、 力— 



た。 

(兄さん は、 どうしたの でしよう。 すぐ 出て くると 

いったのに、 まだ 出て きて くださらな いわ。 見物人 も 

みな かえって しまって、 こうして 待って いるの は、 あ 

たし ひとり なんです もの。 ああ、 なんだか 心細くな つ 

て、 気が 変にな りそう だ わ) 

マリ 子 は、 廊下 をみ まわした。 夕闇が、 廊下の 隅に、 

暗 い かげ を おとして いた。 奇妙な 塔が 窓から じ つと マ 

リ子を のぞきこんで いるよう であつ た。 

(マリ 子さん、 兄さん はもう どこかに 行って しまって、 

のこって いるの は、 あなた ひとり だけです よ) 



わ 室内の 様子 をう かがった。 扉の むこう は、 しずかで 

あった。 人の いるよう なけ はい はしなかった。 

(この 部屋で はない らしい わ) 

マリ 子 は、 おびえた ように、 扉 を 見なお すと、 * 倉庫" 

という 文字が、 マリ 子に もよ めた。 

「あら、 ここ は 倉庫なん だ わ」 

マリ 子 は、 足早に、 廊下 を 歩いて、 次の 部屋の 前に 

立った。 すると、 部屋の 中から、 じ いじいじい、 じい 

じい じいと いうかな り 高い 物音が ひびいて きた。 

じんぞうにんげん 

そこに は "人造人間 エフ 氏の 室， と 書いて あった。 

(まあ、 人造人間 エフ 氏の 室、 兄さん はこ こにいる の 



じ やない かしら) 

マリ 子 は、 おもいきって、 扉 を とんとんと 叩いた。 

「兄さん、 正 太 兄さん。 マリ 子です わ」 

マリ 子 は、 そういって、 しばらく 返事 を まった。 

しかし どうした もの か、 マリ 子の まっていた 返事 は 

きかれなかった。 ただ 扉の 向う では、 あいかわらず じ 

いじいじ いと 奇妙な 物音が しつづけであった。 マリ 子 

は、 不安の ため 目の前が くらくな つた。 

「兄さん、 兄さん。 マリ 子よ、 マリ 子が 待って いるの 

よ。 兄さん、 居たら 返事 をして ください」 

そういって マリ 子 は、 扉 を やけに、 とんとんと はげ 



しくた たいた。 手が いたくな つて 扉が 叩け なくなった 

とき、 マリ 子 は 身体 を ど しんど しんと 扉に ぶつつ けて、 

「兄さん。 どうしたの。 マリ 子よ。 早く ここへ 出て き 

てくだ さらない」 

と、 半分 泣きながら 叫んだ のであった。 

そのと き、 扉の むこうで、 がちゃりと 鍵 を まわす 音 

がした。 そして 間もなく、 扉が す— つと 内に ひらいた。 

その 扉の かげから 現れた 一 つの 顔 P 

日本語の 先生 



「まあ、 人造人間が 日本語 を 覚える なんて、 ずいぶん 

変な ことね」 

「なかなか よく 覚え るんだ よ。 僕が 〃ずいぶん 寒いで 

すね〃 というと、 エフ 氏 もまた すぐ 後から 〃ずいぶん 

寒いです ね" と、 おなじ こと をい うんだ よ。 そして 僕 

の 声 を まねして、 おなじような 声で 喋 るんだ。 あま 

りお かしくて、 僕 吹き だしち やった」 

「まあ 」 

「すると エフ 氏 もまた その あとで、 僕が やった と 同じ 

ように、 ぷ ー つと ふきだし たので、 大笑いだった よ。 

あば まま」 



「えつ、 それ はどうい うこと」 

「わけの わからぬ 信号 だよ。 つ まり 暗号 信号な んじ や。 

あたりまえの 信号で ない のじ や」 

「暗号な の。 暗号で、 どういう - と を しらせ ている の」 

「わからん 子供 じ やな あ。 暗号 だからな に を しらせて 

いるの か、 わからん のじ や。 ただ わかる こと は、 これ 

からき つと、 この 船に なに かたい へんな ことが おこる 

だろうと いう こと だ」 

そういつ ている とき、 また 一 つ、 へんな ことが おこつ 

た。 —— 老 紳士の いったと おりだった。 その へんな こ 

ととい うの は、 誰が やった のか しらないが、 船のう え 



いかけた。 張 は、 もう 死に ものぐるい である。 階段 を 

ごろごろと すべりおちる かとお もえば、 扉に ぶっかつ 

たり、 椅子 を ひっくりかえしたり、 まるで 鼠の ように 

にげまわ つたが、 船員た ちの はげしい 追跡に あって、 

とうとう 船具 室の すみつ こで つかまって しまった。 そ 

のとき はもう、 張 は 死骸の ようにの びて いた。 

船長のと ころへ しらせが いったので、 やがて 彼 は 船 

具 室までお りてきた。 

「おい、 張。 なにもかも、 もうす つかり 白状した がい 

ぃぞ」 

「うう つ 1 



たのまれた」 

力い 力 

.ま 火 



中国人 コックの 張 は、 意外に も、 煙 を だす ボ— ルを 

海の なかへ なげこむ こと を、 正 太 少年に たのまれ たと 

白状した。 

「ええつ、 あの 正 太さん に 頼まれた というの か」 

まさかと おもった のに、 張が 正 太に 頼まれた といつ 



正 太に も、 この 事件が たいへん ふしぎに おもえて き 

た。 

(まてよ。 もしかしたら、 僕にたい へんよ く 似た 少年 

が この 船の なかに いるので はない かしら) 

そのこと を 船長に いいだそうかと おもった が、 彼 は 

とうとうい わないで しまった。 なぜなら、 そのと きと 

つ ぜん 船 内で 大 さわぎが はじま つたから である。 

せんそう 

「おう、 火事 だ、 火事 だ。 第 六 船艙から、 火が 出た ぞ。 

お— い、 みな 手 を 貸せ」 

怪しい 船火事！ 船員 も 船客 も、 いいあわせ たよう 

に、 さっと 顔い ろ を かえた。 



水 艦の ために 殺される か、 どっち かなんだ わ。 そうな 

れば、 もう 覚悟 をき めて、 日本人ら しく 死にましょう 

よ。 そうでない ともの 笑いに なって よ」 

正 太の 決心 

(そうだ。 僕 は ぼんやりして いられない！) 

正 太 は、 はっと 吾に かえった。 今の 今まで 彼 は 気の 

よい 少年と して ひっこんで いたが、 彼 は 今 こそ ふるい 



たつべき 時で あると おもった。 自分の いのち はどうで 

もよ いが、 マリ 子 だけ はどうに かして 無事に このさい 

なんから 切りぬ けさせ、 日本に 待って いらっしゃ るお 

母 さまの 手に とどけなければ ならない。 そうだ、 それ 

だ。 マリ 子 を 救わなければ ならない。 

(自分の いのち を 的に して、 一 つ おもいき リ この 危難 

とたた か つ てみ よう) 

正 太 は、 いまや よわよわしい 気持 を ふりすてて、 い 

さましい 日本 少年と してた たかう 決心 をした のだった。 

「ねえ、 マリち やん。 どう 考えても、 まだ しんぱいす 

る こと はない よ。 獎も、 ^員の ひとに 力 を あわせて、 



が 顔 を そばへ よせて、 なにごと か 早口で 囁き あってい 

た。 

「船長。 どっち 道、 もうだめ です よ」 

「そう 弱気 を だしち や、 こまる ね。 しかし 無電 機 を こ 

わされち まった の は 困った な」 

「無電 技士 が、 しきりに SOS をう つてい ると き、 う 

しろに 人の けはいが したので、 ふりむいた。 するとと 

たんに 頭 をな ぐられ て、 気が とおくな つてし まった。 

そのと き、 ちらりと 相手の 顔 をみ たそうで すが、 それ 

が 例の 正 太と いう 少年 そっくりの 顔 をして いたそう で 

すよ」 



「え つ ？」 

「船長さん、 SOS の 無電 はう つたので すか。 それと 

もま だうた ない のなら、 早くう つて はどうで すか」 

船長と 一等 運転士と は、 顔 をみ あわせた。 そして 二 

人と も 心の なかで、 (この 少年 は、 なんという 図々 しい 

少年だろう。 自分が 無電 機 を こわして おきながら、 ま 

だ 無電 をうた ない のかな どと たずねる と は) と、 あき 

れ たり、 おどろいたり。 

「船長さん たち は、 海の 勇士ではありません か。 しつ 

かりして ください」 

正 太 は、 一生 けんめいに 船長と 一等 運転士 を はげま 



「船長。 それ はわ かってい ますが、 でも この 子供の い 

うこと をき いている と、 むかむか してきて たまり ませ 

ん」 

正 太 は、 もっとい いたかつ たが、 船長が いったと お 

り、 今 は ウラル 丸 を 狙って いる 怪 潜水艦の 方が 大事で 

ある ことに 気がつき、 それ 以上、 自分の ことで いうの 

を ひかえた。 

「ねえ 船長さん。 僕に できる ことなら、 なんでも しま 

すよ。 ボ —„ ^を 漕ぐ ことなん か、 僕に だってで きます 

よ」 

「ふん。 君 はだ まってい たまえ」 



らしい 音 だ。 

「あつ、 飛行機 だ。 どこの 飛行機だろう」 

そういつ ている うちに、 南の 空から 翼 を つらねて 

堂々 たる 姿 を あらわし たの は、 九 機から なる まぎれ も 

ない、 わが 海軍 機の 編隊であった。 

「あつ、 日本の 飛行機 だ。 海軍 機 だ」 

「ああ、 はじめに うった SOS の 無電が 通じて、 わが 

ウラル 丸 をた すけに きて くれたの だ。 だから 怪 潜水艦 

は 逃げ だした の だ。 うわ ー つ、 ば、 ばん ざ ー い」 

海面に は、 いつしか 怪 潜水艦の 姿 は 消えさって いた。 

海軍 機 は、 ウラル 丸のう え をと おりす ぎ、 堂々 たる 編 



二人 は、 それ をき いて、 にっこりと 笑う のであった _ 

やがて この 正 太と マリ 子に 似た 二人 づれ は、 この 展覧 

会で 一 等 呼び物に なって いる ソ連から 分捕った 新型 戦 

車の 前に 来た。 

正 太に 似た 少年 は、 その 前にず かずかと よると、 ま 

るで 句い を かぎで もす るよう に、 戦車に 顔 をす りよせ 

た。 それから という もの は、 正 太に 似た 少年の 様子が 

へんにな つた。 

ちょうど そのと き、 二人の あとから 入って 来た 村長 

らしい 見物人 を、 わざと さきへ やりすご すと、 正 太に 

こ 

似た 少年 は、 俄かに 目 をぎ よろ つかせ、 あたりに 気 を 



その わけがわからないの だ。 番人た ち は、 憲兵隊の 手 

できび しく しらべられた。 だが 彼等 も、 本当の こと は 

なに 一 つ 知っていなかった。 狐に 化かされ たよう だと 

いうの が、 その しらべの しめくくりであった。 まさか 

あの かわいい 少年少女が、 おそろしい 犯人 だと、 気が 

ついた 者 はない。 それから 二日お くれて、 正 太 少年 は、 

ひとり さびしく 汽車に ゆられて 東京に つ いた。 

少年 は、 なに をお いても、 郊外に ある 家へ かえって、 

ぴ よ-つし よ-つ 

病床に ある 母に あいたかった。 しかし 本当の こと を 

いったら、 母 は どんなに 心配す るか もしれ ない。 母に 

はすまない が、 マリ 子 は 船の 中で 病気に なり、 敦賀の 



まく ま っブ； * じょう 

爆発 現場 

火薬庫が 大 爆発 をした という しらせ だ。 帆 村 探偵 は、 

椅子から たちあがった。 

「正 太 君。 いまおき きになった ように、 火薬庫が 爆発 

したそう です が、 私 はすこし 心 あたりが あるから、 こ 

れ からすぐ そっちへ いってみ ます。 君 も 一し よに つい 

てきません か」 



それ を 見る と、 大辻 はび つ くり 仰天 して、 あっと 叫 

ぶな り、 その 場に 一 メ— トル ほど もとび あがった と 思 

うと、 妙な 腰つ きをして 山道 を 匐うよう に 逃げ だした _ 

「お— ぃ大 辻さん。 お待ちったら」 

正 太が 追い かける と、 大辻 はます ますお そろ しげに 

顔色 を かえ、 

「うわ— つ、 人殺し だ あ。 誰か 助けて くれ！ う 

わ ー つ、 人殺し だ ー い」 

と、 まことに みっともない 騒ぎ 方であった。 正 太に 

は、 なぜ 急に 大 辻が 自分 を 見て 騒ぎた てるの かよく わ 

からなかった。 もしゃ 気が 変にな つたので はない かと 



うたがった くらいであった。 正 太 は 足が 早い から、 妙 

な 腰つ きで 山道 を 匐うよう に 逃げる 大 辻に は、 すぐに 

追いついた。 そこで 正 太 は、 やっと 懸け ごえ をして、 

大 辻の 背中に とびついた。 

「大 辻さん、 なぜ 僕 を 見て 逃げ るんだ い」 

「あつ、 人殺し だ あ。 人造人間が わしの 背中に 嚙 みつ 

いた！ わし は エフ 氏に くい 殺される！」 

大辻 は、 もう 夢中に なって わめきち らし、 背中のう 

えの 正 太 をふリ 落そうと、 そこら 中に 土 ほこり を 立て 

てうし のように あばれる のであった。 "人造人間 がわ 

しの 背中に 嚙 みついた？， —— という 言葉が 正 太の 耳 



ん との 正 太 君 だと は 信じない よ。 それとも、 ほんとの 

正 太 君 だとい う 証拠が あるなら、 ここへ 出して みるが 

ヽ ヽ I 

レレ」 

「なに、 人造人間 ではなく、 ほんとの 正 太 だとい う 証 

拠 を 出 すんだ つて？」 これに は 正 太 も 弱った 形だった。 

「なにかない かな あ」 正 太 は 腕 組 をして 考えて いたが、 

やがて はたと 手 をう つた。 

「あつ、 そうだ。 大 辻さん、 これ を 見て おくれ！」 

「なにつ？ おお、 なるほど お前さん は 人造人間 じ や 

ない」 

と大辻 は、 大安 心の 顔で 叫んだ。 どうも ふしぎ だ。 



一体、 正 太 は 何を大 辻に 見せた のであろう か？ 



かわいそうな マリ 子 



「あま まま ま- 「わつ まつ まつ まつ」 

正 太と 大 辻と は、 しばらく はお かし さに 腹 を かかえ 

て、 笑いが とまらなかった。 

「どうだい。 大 辻さん。 よく わかる 証拠 を 見せて やつ 

たろう」 



ェ フ氏は マリ 子 を いじめて いるんだ な」 

そう 叫んで、 正 太 はまた 足 を はやめて 山道 をの ぼり 

だす。 

「おい、 待って くれ。 わし を ひとりお いていつ ちゃい 

けない じ やない か。 おいおい、 わしゃ、 こんな さびし 

い 山の 中 はきら いじ やよ」 

正 太 は、 それに 耳 を かさず、 どんどんと 山 をの ぼつ 

ていく。 妹 をす くいだ したい 一 心 だ。 

大辻 もた のみに ならなければ、 大木 老人な ど を 追い 

かけて いる 帆 村 探偵 も、 さらに 役に立たない。 そのう 

ゝ. わお 

ちに、 見上げる ような 大きな 巌が正 太の 行 手 をふさ 



行った はずで あるのに、 こんなと ころに 倒れて いると 

は、 一 体 どうした ことであろう か。 

「帆 村さん、 しっかりして ください」 

正 太 は、 あたり を 警戒して、 こえ を 忍ばせながら 耳 

もとに 口をつけて、 帆 村の 名 を よんだ。 

「うう ー つ、 あつくるしい」 帆 村 はやが て 気がついた- 

「おや、 正 太 君 か」 

「ええ、 そうです」 

「うむ、 本物の 正 太 君 じ やない か。 こんな 危 いところ 

へどう してきた のか」 

帆 村 は 名探偵と いわれる だけあって、 正 太が 本物の 



博士の 目 は 部屋の 隅に うつ つた。 

そのと き、 ばたん と 音が して、 部屋の 隅つ こに、 一 

つの まるい 穴が あいた。 ごとん ごとん の 音 は、 その 下 

からき こえて くる。 と、 おもう 間もなく、 ぼ ー, ル 

といきお いよく 穴から 跳ね あがって きたの は、 正太少 

ま：：：' 

年であった。 彼 は 一 べん 下に あたって、 ゴム 毬 のよう 

に はねあが つたが、 やがて 足が ふたたび 下につ くと、 

の そりの そりと 博士の 前に やって きた。 正 太 少年が、 

なぜ こんなと ころへ とびだして きたので あろう か、 い 

や、 正 太 少年で ない こと はたし かで ある。 

「おお、 人造人間 エフ 氏。 話が あるんだ。 ちょっと 



は 誰だった ろうか？ それ は 外で もない。 足が 痛い と 

か、 腰が だるい とかいって、 ふうふう 息をつきながら、 

だんだん 遅れて しまう 大辻 助手だった。 

彼 は 一 体 どうしたの であろう か。 

さち 

大辻 助手 は、 胆が つぶれる ほどの たいへんな 場面 を 

みた。 それ は、 自分の 主人の 帆 村 探偵と 正 太 少年と が、 

イワノフ 博士の ために 岩 かげに おいこまれる ところ 

ほリょ 

だった。 (これ は 一大事。 うぬ、 先生た ち を 捕虜に さ 

れて たまる もの かい) と、 すぐに その 場に とびだそう 

としたが、 待てし ばし、 このまま 出て いって は、 あの 

怪 老人に あべこべに やっつけられ るので、 とびだした 



大辻 助手 は、 どんなにお どろいた か、 しれなかった。 

なにしろ、 高い ところから、 ど すん とおち て、 いやと 

いう ほど 腰 をう つた。 さあ、 すぐ 起き あがろう とお 

もっても、 腰 ははげ しくいた むば かりで 力と いう もの 

が、 まるっきり はいらない。 そばで は 何者かが、 

き や— つと、 へんな こえ を 出して とびのいた。 気味が 

わるい つたらない。 が、 こっち はう ごく ことができな 

ヽ o 

レ 

大辻 助手 は、 唸りたい の を、 こえ を だして はたい へ 

かんのん 

んと、 口の 中に のみこんで、 一 生けん めい 観音 さま を 

ひの 中で 拝んだ。 すると、 しばらくたって、 



「ひ ー い」 と、 一 こえ、 泣き ごえが きこえる。 それ は 

たいへん 細い こえだった。 

「うむ、 ゆ、 幽霊 だ！」 

とうとう 大辻 助手 は、 たまらなく なって、 おどろき 

きも つた ま 

のこえ をた てた。 からだ は 大きい が 胆玉の 方 は、 そ 

れ ほど 大きくな い のが - 」 の大辻 助手 だ。 

「ええつ、 幽霊。 あれ ー え」 

つづいて、 かん 高い こえで 叫んだ 者が ある。 それ は 

大 辻ではなかった。 女の子の こえだった。 大辻は 二度 

びっくり！ 

だが、 はっきり 女の子の こえと わかって、 彼 はや や 



お 母 さまに、 一度で もい いから 会いたい。 それまで は、 

どんな ことがあっても 倒れまい と、 よわい 少女の 身 を 

まもって、 こらえて きたので あった。 

「もう 大丈夫。 わしが —— この 名探偵 長大 辻が ついて 

いる 以上、 何が 来たって もう 大丈夫 だ。 マリ 子さん、 

どうぞ 大船に のった 気で 安心なさい」 

大辻 は、 マリ 子に 元 気をつけようと おもい、 名探偵 

長に なりすまして、 さかんに いばって みせる のだった。 

大辻 は、 たいへんお 手柄 をた てた わけで ある。 が、 そ 

のお 手柄の はじまり というの は、 (あつ、 幽霊 だ！) と、 

本気で がたがた ふるえた ことに あるの だ。 臆病のお 手 



v. ぽ 

水兵 ナイフ は、 穴の 壁に、 手足 を かける 凹み をつ くる 

ためたい へん 便利であった。 

穴 を のぼりき るまでに、 丁度 三十 分かかった。 大力 

を 自慢に している 大辻 助手 も、 さすがに この 三十 分 間 

のむ りな 働きに 力の ありつ たけを 出して しまった もの 

とみえ、 穴の 外に 出る と 同時に もの もい わずに、 草の 

しま 

上に どしんと 倒れて 了つ た。 

「大 辻さん。 しっかり してよ」 

「ふ— ん」 

「はやく にげましょう よ。 だれか 追い かけて くると た 

いへん だから」 



いなご ぼうきれ 

二人 は、 蝗 のように 壁に とびついた。 そして 棒 切 

みた いなもので、 暗い 壁 をつつ いていた が、 どうした 

もの か、 にわかに 壁 をと おして さっと 一条の 光が とび 

だ ノ」 こ o 



意外な 出来事 



光 だ！ 暗い 壁から、 ぱっと さしこんだ 光 だ！ 

その 光 は、 みるみる 大きくな つてい つた。 帆 村と 正 



おいてい いのです か。 もしゃ エフ 氏が、 海の 中へ とび 

こんだ としたら どうでしょう。 たちまち 海水が、 身体 

の 中の 器械 をぬ らして しまって、 動かなくなる でしよ 

う、 そう なれば、 折角の 人造人間が、 だめにな つてし 

ま レ ます」 

「海水ぐ らい は 平気 じ や。 いや、 これ は …… 」 

と、 口 をお さえた が、 この 博士の 言葉から 考える と 

だ いじょうぶ 

人造人間 は、 水に ぬれても 大丈夫の ように できあがつ 

ている らしい。 どこまでも よくで きた 人造人間だった _ 



人造人間の 操縦 



博士 は、 急に、 そわそわし はじめた。 立っても すわつ 

て も いられない 様子 だ。 帆 村 探偵 は、 正 太の 方に、 

目^せ をした。 

正 太 は、 帆 村の 顔色 を 察して、 だまって、 うん うん 

とうなず いた。 

「ねえ、 博士。 人造人間が、 こわれな いうちに、 この 

操縦 器 をつ かって、 おとなしく 呼び もどして おいた が 

いいでしょう」 



間つ ぶしであった。 しかし、 この 出征 師団 は、 ある 戦 

況に 応ずる ため、 一時間で も 早く 目的地の 大陸へ つか 

ない と、 その 戦地に おいて、 わが 大陸 軍 は、 大 なる 損 

害 をこう むらなければ ならない。 

いや、 保 土ケ谷 トンネルの 爆破 だけで おわれば、 ま 

だいいの であるが、 イワノフ 博士 は、 手 を 縛られて い 

ながら、 さっきから 小気味よげ に、 (今に ごらんなさい。 

もっともつ とたい へんな ことが 起る から …… ) と、 い 

いたげ な 顔 をして いるので あった。 それ を 考える と、 

帆 村の 腸 は、 煮えく りかえ るお もいだ つた。 

「イワノフ 博士。 あなた は、 人造人間 エフ 氏 をと りし 



大団円 

おもいがけない 爆発だった。 

「はは あ、 正 太 君。 人造人間 エフ 氏 は、 とうとう 自爆 

をし たんだよ」 

帆 村 探偵 は、 手 を ひいて いる 正 太に 教えて やった。 

「ああ、 とうとう 自爆し たんです か」 と、 正 太 は ほつ 

ためいき 

と I 田 害 をつ き、 



入った の は、 その 次の 日の 朝であった。 

それ を 話して くれたの は、 横 浜の 水上 署の 警官で 

とびた 

飛 田と いう 人だった。 その 話と いうの は、 こんな 風で 

あった。 

「いや、 全くお どろき ましたよ、 昨夜の 十 時 ごろで し 

たかね。 私が、 ランチに のって、 港内 を 真夜中の 巡回，. 

を やって いますと、 海面に へんな もの を 発見し たんで 

す。 船で もない のです が、 海面 を 相当の スピ— ドで進 

んで いく ものが ある。 すぐさま エンジン を かけて、 こ 

いつを 追跡し ましたよ。 ところが、 びっくり したじ や 

ありま せんか。 近づいて みると、 これが たいへんな も 



この 怪人 を ひっぱ リ あげました。 こうお 話しても、 浮 

標の 上に、 水兵が いるの は、 おかしい とおつ しゃる の 

でしよう。 ごもっともです。 それ は、 これから 説明し 

ますが、 おやおやと 私が 訝しく 思って いるう ちに、 そ 

の 浮標 は、 ずんずんと 海中に 沈んで いったんです。 

(あつ、 潜水艦 だ！) と 気がついた ときには、 もうあと 

の 祭です。 つまり その 怪人 は そこに 待ち うけていた 潜 

水 艦の 中に ひっぱり こまれ、 そして 逃げて しまったん 

です。 いや、 でたらめで はない のです。 当局の えらい 

方から も、 後で 話 を 聞き ましたが、 その 潜水艦 は、 た 

しかに 〇〇 の ものに ちがいな いとの 話でした」 



村 探偵の 様子 を 見守った。 

「おい 正 太 君。 あの イワノフ 博士と いうの も、 じつは 

人造人間 だつ たんだよ」 

「ええ ッ、 博士 も 人造人間で すか。 まさか —— 」 

「う うん、 それにち がいない。 エフ 氏 は、 あの 操縦 器 

でう ごく 人造人間、 イワノフ 博士の 方 は、 潜水艦の 中 

に 操縦 器が ある 人造人間 —— それだけの ちがいだ。 そ 

れで 始めて、 潜水艦との 関係が はっきりした。 どこ ま 

で 恐ろしい 科学の 力だろう。 われわれ 日本人 は、 しつ 

かりし なきやなら ない！」 

まゆ 

と、 帆 村 探偵 はそう いって、 眉をぴ くんと 動かした _ 



底本" 「海 野 十三 全集 第 6 巻 太平洋 魔 城」 三 一 書房 

1989 (平成 元) 年 9 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出： 「ラ ヂォ 子供の テキスト」 日本放送協会 出版 

1939 (昭和！^) 年 ー 月〜^ 月 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を 、大振りに つくって います。 ただし 「保 

土ケ 谷」 は 底本 通りです。 

入力 .. 

校正 ： 土屋隆 

2 oo 4 年 4 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



